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基礎

本発明は、細胞膜透過性の線維芽細胞増殖因子に関するもので、線維芽細胞増殖因子(以下、
FGFと略称する)に細胞膜透過ペプチド(以下、CPPと略称する)を融合したキメラタンパクを創製し、そ
の医薬用途又は細胞培養用途を目指しています。
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図２：高い放射線防護能 図３：がん細胞の転移能抑制効果
２種類の膵がん細胞の浸潤が、FGF1/CPP-Cを添加することで低下した

図１：細胞膜透過性のFGF1/CPP-C融合蛋白質の創製

FGF11サブファミリー(FGF11~14)由来のCPPは、他のFGFと融合させることで、それらの細胞膜
透過性を高め、FGFが本来有する細胞内シグナリングを活性化させる。

○細胞膜透過性のFGF1/CPP-C融合蛋白質を創製した。
放射線障害治療薬として、放射線がん治療への応用も期待できる。
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